
学校名　　三原市立第五中学校

改善方策

１０月 ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

生徒アンケートの肯定的回
答率
（課題の設定，学習過程，振
り返りに係る設問）

80% 84% 105% A

「授業・単元のはじめに見通しをもてている」87%
「自分の考えを積極的に発言している」79%
「振り返りでわかった所を考えている」88%
学習意欲喚起につながっているが，すべての生
徒の意欲を向上させる方策が必要

16%の生徒の学習意欲喚起に向けて，「学習過
程」で生徒同士が主体的に関わり合い、協働的
に学び合うことができるような指導改善

〇

教職員アンケートの肯定的
回答率
（課題の設定，学習過程，振
り返りに係る設問）

80% 87% 108% A

「課題の提示」100%
「学習過程」87%
「振り返りの充実」75%
授業・単元の終わりの「振り返り」の項目が80%
を越えていない。その時間や単元で学んだこと
の振り返りをすることの意義を踏まえ，全教科
で組織的に実施することが課題

・教務部で全教科担当者に実施状況を確認
・「振り返り」をさせる視点を与えたり、例を示す
などして，短時間で振り返りができるようにする

〇

「活用」記述式問題でB評価
以上の割合

70% 53% 75% C

定期試験等で行った「活用」記述式問題の検証
結果は，B評価(学習目標の達成ライン)53%
単元構想でＢ評価の「概ね満足できる状態」を
設定し，テストで成果が表れるような指導を行う

・学力調査等の「活用」記述式問題分析
→まず授業者が理解→生徒に慣れさせる
・問題形式・内容を参考に，各教科で問題作成
と評価規準（基準）設定
定期試験や単元テストで出題，検証

〇

標準学力調査の正答率が全
国平均以上の割合
＜全教科・全学年（15）＞

100%
－

(未実
施)

〇

生徒会活動
の充実

学校生活満足度についての
生徒アンケートの肯定的回
答率

90% 95% 106%

「学校へ行くのは楽しい」というアンケートの肯
定的評価が５月から１パーセント上がった。
いじめの積極的認知の観点から，今年度いじ
めが２件発生したが，早期の取組により解消さ
れた。
やっさボランティアの参加人数が３６人と積極的
参加が見られた。

・いじめ防止基本方針の周知徹底，いじめ発生
時の対応を全教職員で確認
・特別の教科道徳，学級での協働的な活動，い
じめ撲滅に向けた生徒会活動を通して，いじめ
を許さない，発生させない取組を計画的に進め
る。

〇

特別支援
の充実

不登校生徒数の全校生徒数
に対する割合

3% 1.5% 150%

全校生徒における不登校生徒の割合１.5%
生徒指導・教育相談委員会の定例開催(月2回)
で，不登校生徒への個々の支援・取組の方向
性を協議した。

・家庭との密な連携，関係機関との連携等，よ
り組織的な対応を進めていく。

〇

業務改善
見直し，スリム化，業務改善
が実行できた事項

学期に
３つ
以上

４つ 133% A

生徒指導委員会と教育相談委員会の統合。
日課表の変更（朝読廃止・水曜日掃除廃止）。
部活動休養日と定時退校日の設定。
起案文書の管理・保管場所の統一。

業務内容をスリム化できる案を募集し，学校経
営会議で検討し，実現可能なものは業務改善
をしていく。

〇

意識改革
定時退校日（部活動休養日）
に17：15までに退校できた教
職員の割合

90% 71% 79% C

４月平均69.7%，５月平均78.8%，６月平均71.5%，
７月平均61.3%，８月平均74.9%，９月平均71.5%
日程を変更し，定時退校しやすい工夫をした
が，学校行事や定期試験等の期間は，定時退
校に対する意識が低かった。

ワークライフバランス・業務の終了時間を意識
し，計画的な業務推進を行う。

〇

働
き
方
改
革
の
推
進

子供と向き合う
時間の確保と
長時間勤務

の縮減

・授業時間の中での振り返り
学習や，家庭学習の充実の
中で，基本的な事柄がしっか
り生徒に身につくと思いま
す。その部分と「活用」記述
が車の両輪のごとく動かせる
ようになるとよいのですが。

・不登校生徒の減少は大変
うれしいことです。「０」にする
のは非常に難しいかと思い
ます。全教職員の生徒一人
ひとりを大切にする取り組み
の更なる充実を。

・水曜日の掃除時間の廃止
によって，生徒たちの主体的
な美化意識の育成が出来る
とよいですね。

学校経営会議のリーダー
シップのもと，学校行事等
の内容の見直しやスリム
化を図るとともに，業務改
善を促進する。

組織的で計画的な業務推
進とワークライフバランス
の意識化を促進する。

定期的に会議を開催し，不
登校及びその傾向にある
生徒に対する手立て等を
検討し，組織的に取り組
む。

c 中期経営目標

確
か
な
学
力
の
育
成

主体的な学び
を促す授業

づくりにより，
思考力・判

断力・表現力
を育成する。

生徒会活動を中心に，生
徒の主体的な取組を充実
させ，いじめ撲滅や絆づく
り等に取り組む。
地域等への貢献活動を促
進する。

◎思考力・判
断力・表現力

の育成
↓

学力向上

「活用」記述式問題を作
成・実施・評価する。

活用の中で知識を習得さ
せる授業づくりを行う。

ｅ 目標達成のための方策

「めあて」に対応した「まと
め」「振り返り」を行う。

話し合い活動を充実させる
ための指導の視点を共有
する。

指導方法の
工夫・改善

ｄ 短期経営目標

た
く
ま
し
い
心
身
の
育
成

自己指導能力
の育成

（自ら考えより
良く判断し
行動する

生徒の育成）

平成３１年度　　学校評価表

学校関係者評価自己評価

（　中間　 ・ 　最終　）

評価計画

　【ミッション】（自校の使命）　　　社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
　【ビジョン】（自校の将来像）　　「生きる力」を育み，社会貢献できる生徒の育成

豊かな心と表現力を養い，仲間と共に社会貢献できる，たくましい生徒の育成
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン
ａ　学校教育目標

【 ｊ ： 自己評価　評価】
  Ａ ：１００≦（目標達成）　　　 　　 Ｃ ：６０≦（もう少し）＜８０
  B ：８０≦（ほぼ達成）＜１００ 　  Ｄ ：（できていない）＜６０

【 ｌ ： 学校関係者評価　評価】
   イ ： 自己評価は適正である。
   ロ ： 自己評価は適正でない。  ハ：わからない。

ｆ　評価項目・指標
ｇ

目標値
ｉ

達成度
m

コメント
n

 改善方策

ｌ 評価
ｊ

評価
ｋ

結果と課題の分析

別紙様式１ 


